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2．教育課程ブロック表 
教育課程ブロック表（令和８年度入学生） 

 



教育課程ブロック表（令和７年度入学生） 

 

 

 



3．単位認定の条件（単位修得要件）／卒業要件 
単位認定の条件（単位修得要件） 

１．単位認定の条件 
 それぞれの科⽬において、その単位が認定されるには、以下の条件が必要です。 
 ① すべてのレポートを提出し、合格していること（合格点は４０点） 
 ② すべてのスクーリングに出席していること 
 ③ スクーリング減免のためのメディア視聴報告を規定時間分提出していること 
 ④ 単位認定試験に合格すること（合格点は３０点） 
 ⑤ 学費を完納していること 
  
・既定のレポート本数、スクーリング出席回数、メディア視聴報告の時間は科⽬ごとに異なります。   

（後述の⼀覧表をごらんください。） 
 ・減免のためのメディア視聴とは、 ⾃宅で動画学習を⾏い、「視聴報告書」を提出することで、 
  スクーリング時間の⼀部が免除（減免）される仕組みです。 
 （以後⽰す、科⽬ごとのスクーリング出席回数は減免後の規定回数です。） 
 ・単位認定試験の受験資格は、レポート、スクーリング、メディア視聴報告のすべてが 
  クリアできていることが条件となります。 
 

卒業要件 
１．卒業要件については以下の通りです。 
 ①７４単位以上の単位修得（必修科⽬含む） 
 ②特別活動３０時間以上の参加（オンラインで１８時間以上、対⾯での参加は１２時間以上） 
 ③３年間（３６カ⽉）以上の在籍 
２．各学年の履修の⽬安（参考） 
 ①１年⽣では１３科⽬、２６単位（すべて必修科⽬）を履修します。 
 ②２年⽣・３年⽣で、必修・選択科⽬を計４８単位以上履修します。 
 （前籍校で取得した単位で、本校で認められれば有効な単位として含むことができます。） 
 

 



4．学習の４本柱（R・M・S・T） 
 単位修得のためには、レポート（R)、スクーリング（S)、メディア視聴（M）、単位認定試験（中間試験を含
む）（T）の４本柱の仕組みを理解し、⾃分のペースにあった学習計画を⽴てましょう。 
① レポート（Report） 

● 学習のベースとなる課題です。全ての課題で合格点（40点以上）が必要です。 
（不合格の場合は、期間内に再提出してください。） 

● レポートは、オンライン上（Smarkyを使⽤）で取り組み、提出をします。 
● 「全てのレポート提出」が必須です。1本でも出し忘れると、単位認定試験を受験できません。 

② メディア視聴（Media） 
● 仕組み： ⾃宅で動画学習を⾏い、「視聴報告書」を提出することで、スクーリング時間の 

     ⼀部が免除（減免）されます。 
● ルール： 科⽬ごとに定められた「最低視聴時数」（例：情報Iなら5.1時間など）を 

     必ず「視聴報告書の提出→承認」によってクリアしてください。 
     メディア視聴はスクーリングの⼀部を代替するものです。視聴時間が不⾜すると、 
     スクーリング出席回数が不⾜したとみなされますので、注意してください。 

● メディアの種類：ライブ授業への参加（視聴）、オリジナルビデオ、ＮＨＫ⾼校講座、 
        東京書籍インターネット講座の４種類から選べます。 

● 選び⽅： 
○ どの動画を⾒るかは、みなさんが⾃由に選べます。 
○ 後に続く年間学習計画には、各科⽬ごとに「どのメディアで勉強すればよいか」などのアドバイ

スが書いてあります。それを参考に、⾃分に合ったメディアを選んで視聴してください。 
○ 視聴報告の対象外ですが、「スタディサプリ」や「ライフイズテック（情報科）」を活⽤するの

もおすすめです。 
③ スクーリング（Schooling） 

● 対⾯で先⽣や友達と学び合う授業です。 
● 規定の時間にすべて出席する必要があります。不⾜の場合は、単位認定試験を受験できません。 

④ 単位認定試験（Test） 
● 学習の総仕上げとなる試験です。 
● 単位認定試験の受験資格は①〜③をクリアしている必要があります。 
● 形式： 

○ ⼀般科⽬：デジタル採点システムSmarky（スマーキー）と 
     Web会議ツール（ZoomやMeetなど）を使⽤し、⾃宅等で受験します。 

○ 美術・創造基礎など： リアルタイム試験ではなく、期限内に作品や課題を提出する 
          「レポート試験」を⾏います。 
 



5．クール制とレポート 
クール制 

 じぶんみらい科では、１年を６つのクールに分けることにより、それぞれの期間ごとで提出すべきレポートが 
細分化され、学習計画を⽴てやすくしています。 

期 クール 期 ⽇ クールレポート提出締切⽇ 

前期 １クール  ４⽉１３⽇（⽉）〜 ５⽉２２⽇（⾦） ５⽉２９⽇（⾦） 

 ２クール  ５⽉２５⽇（⽉）〜 ６⽉２６⽇（⾦） ７⽉３⽇（⾦） 

 ３クール  ６⽉２９⽇（⽉）〜 ７⽉３１⽇（⾦） ８⽉７⽇（⾦） 

後期 ４クール  ９⽉２８⽇（⽉）〜１０⽉３０⽇（⾦） １１⽉６⽇（⾦） 

 ５クール １１⽉ ２⽇（⽉）〜１２⽉ ４⽇（⾦） １２⽉１１⽇（⾦） 

 ６クール １２⽉ ７⽇（⽉）〜 １⽉１５⽇（⾦） １⽉２２⽇（⾦） 

 
・単位認定試験（レポート試験含む）は１⽉下旬に実施予定です。 
 

レポート 
（１）配布⽇と提出締切⽇について 
レポートの配布⽇は各クールの初⽇となり、提出締切⽇を各クールの最終⽇（17:00まで）としています。 

レポートは、⽇々の学習の状況を確認するための教材です。計画的に取り組み、提出締切⽇までに提出するよう
に 
しましょう。レポート提出締切⽇を過ぎても提出は可能ですが、すべてのレポートを６クールの提出締切⽇ 
（2027年1⽉15⽇17:00）までに提出してください。 
 それでも間に合わなかった場合は、全レポートの最終締切⽇、2027年1⽉28⽇12:00まで受け付けます。この⽇
までにすべてのレポートを提出してください。 

 

１〜５クールの締切⽇ 各クール締切⽇の17:00まで 

６クール締切⽇ 2027年1⽉22⽇17:00まで 

全レポート最終締切⽇ 2027年1⽉28⽇12:00まで 

 
全レポートの提出、スクーリング参加、メディア視聴クリアによって単位認定試験への受験が認められます。 
詳しくは「テスト」の項⽬をご覧ください。 

 
（２）取り組み⽅について 

①教科書やその他の学習教材を参照しながら取り組むことになります。レポートに取り組むにあたって不安が 
ある場合は、各教科担当にSlack等で質問をするか、オンライン職員室で質問をしてください。 

②レポートの合格点は40点以上です。返却されたレポートの点数が39点以下の場合、再提出となります。 
③レポートの提出本数は各教科によって異なります、詳しくは後に続く「RMS表」を参考にしてください。 



6．レポート提出に向けた学習のすすめ⽅ガイド 
学習のすすめ⽅は⼈それぞれです。⾃分に合った⽅法を⾒つけ、計画的にレポートに取り組みましょう。ここで
は、基本的な学習の流れとポイントを解説します。 

1. 学習の全体像（クールの仕組み） 

1年間は6つの期間（クール）に分かれています。1つのクールはおよそ5週間です。 

● 1年⽣の⽬安: 年間計63本のレポートを提出します（1クールあたり約10〜12本）。 
● 各クールの初⽇にレポートが公開され、クールの最終⽇を提出締切⽇とします。 
● スケジュールの基本: クールの初めに、その期間に取り組むべきレポートが公開されます。このタイミン

グで、いつ何をするか計画を⽴てましょう。 

2. レポート学習の基本サイクル 

効率よく学習を進めるために、以下の⼿順を参考にしてください。 

1. 学習範囲を知る   
シラバスを確認し、今回取り組むレポートがどの単元（範囲）
なのかを把握します。 

2. レポートを先に確認する（⾒通しを⽴てる）  
「レポート採点システムSmarky」または「Google Classroom」
から、実際のレポート課題に⽬を通します。先に問題を⾒るこ
とで、「どこを重点的に学習すればよいか」という⾒通しが⽴
ちます。 

3. 学習に取り組む 
 ⾃分に合った⽅法で学習を進めます。 

○ 教科書を読む 
○ ワークや副読本を解く                
○ メディア教材を視聴する 

3. メディア視聴の活⽤とルール 

メディア視聴は学習の理解を深めるだけでなく、スクーリング（⾯接指導）の時間数を免除するために必要です。 

● 選べるメディア教材 ⾃分に合ったものを選んで視聴してください。 
○ ライブ授業への参加、オリジナルビデオ、NHK⾼校講座、東京書籍インターネット講座など 
○ スタディサプリやライフイズテックも学習におすすめです。（視聴報告の対象外です。） 

● 視聴報告書の提出（重要） 対象のメディアを視聴したら、必ず「視聴報告書」を提出してください。後
⽇、承認メールが届きます。これが承認されることで、スクーリング時間の免除（代替）となります。 

● 視聴時間の管理 毎回必ず視聴する必要はありませんが、科⽬ごとに定められた「最低視聴時間」をクリア
する必要があります（例：数学Ⅰは年間2時間分以上）。各科⽬の詳細は「学習計画書」や⼀覧表で必ず
確認してください。 



4. ⾃分らしい学習スタイルを作る 

「毎⽇コツコツ進めるタイプ」や「週末にまとめて集中するタイプ」など、⾃分のライフスタイルに合わせて計画
を⽴ててください。

 

5. 最終⽬標：レポートの提出をお忘れなく！ 

⽇々の学習は、すべてレポートを提出するための積み重ねです。 計画通りに学習を進めたら、期限までに必ずレ
ポートを提出してください。提出し、合格することで初めて、そのクールの学習成果が認められます。 

最後の「提出」までが学習です。忘れずに完了させましょう。 

 



7．スクーリング 
 スクーリングは、前期４⽇間、後期４⽇間の集中⽇程で、京都または東京にあるキャンパスでスクーリングを
受講します。集中スクーリングではクラスのみんなが集い、対⾯授業やグループワークなどが⾏われます。スクー
リングは全ての科⽬に参加することが必須となります。 
（京都・東京のどちらのスクーリング会場に⾏くかを、初めに登録します。） 

      
            

 
  
 
 
 

・スクーリングの各科⽬１時間は５０分です。 
・それぞれの会場への交通費・宿泊費は実費負担となります。 
・学年・クラスによって参加するスクーリングが異なります。    

詳しい⽇程についてはGoogle Classroom上でお知らせします。 
 
 

スクーリングの出席 
 
①授業に１時限出席することでスクーリングの出席回数として１回カウントされます。 
 授業の開始から５分を超えて⼊室した場合や、授業の途中で退室し、退室時間が５分を超える場合 
 は、出席として認定することができませんので注意してください。  
 

授業開始から５分以上遅刻した場合 出席不認定 

授業途中で５分以上退出した場合 出席不認定 

 
②スクーリングを⽋席した場合、その科⽬について、前期・後期のそれぞれにおける補講スクーリング 
 に参加してください。 
③「感染症拡⼤防⽌のための出席停⽌」「忌引き」「電⾞の遅延（バスは含みません）」「⼊学（⼊社）試験」 

「居住地域における気象警報発令等」等の理由で⽋席する場合は、必ず担任に連絡し、後⽇該当の補講スクーリ
ン 

グに参加してください。 
  

・上記②③の理由により⽋席した分は、成績評価の際に不利にならないよう配慮しますが、 
  出席回数にカウントされるわけではないので注意してください。 
 ・補講スクーリングへの出席及び、気象警報発令等により延泊等が発⽣した場合の宿泊費・交通費も 
  ⾃⼰負担となります。 

時限 時間 
１ 9:30〜10:20 
２ 10:30〜11:20 
３ 11:30〜12:20 
昼 12:30〜13:30 
4 13:30〜14:20 
５ 14:30〜15:20 
６ 15:30〜16：20 

前期  ５⽉中旬〜 ７⽉中旬 

後期 １１⽉中旬〜１２⽉上旬 

校時表（スクーリング、ライブ、授業共通） 

スクーリング⽇程 



8．テスト（単位認定試験） 
（１）実施時期 

１⽉に単位認定試験（⼀部の科⽬はレポート試験）を実施します。 
 （レポート試験とは、オンラインでの試験とは異なり、定められた提出期間内にレポートを作成・提出 
 することで、単位認定のための評価を受けるものです。） 
 

（２）受験条件 
〇 単位認定試験（⼀部の科⽬はレポート試験）を受験するためには、次の2つの条件を両⽅とも 

満たしていることが必要です。 
① 規定本数のレポートを最終提出締切⽇までにすべて提出し、合格していること。 
② 規定回数以上のスクーリングに出席していること。 

       減免のためのメディア視聴も、規定時間以上の視聴報告書を提出していること。 
  
（３）単位認定試験の合格条件 

① 次の条件を満たすことができれば合格となります。 
   単位認定試験の得点が30点以上であること。 

②単位認定試験の得点の結果、不合格になった場合は、該当科⽬の「追認定試験」を実施します。 
追認定試験の点数が30点以上の場合、その科⽬を合格とします（評定は「2」）。 

③レポート試験の結果、不合格になった場合も、追認定のためのレポート試験を実施します。 
 
（４）テストを⽋席した場合 

単位認定試験をやむを得ず⽋席した場合は、「⽋席者試験」を実施します。 
 
 

 



9．科⽬ごとのRMS⼀覧表 
                  ↓クールごとのレポート本数 

科⽬名 学年 単位 R M S 1C 2C 3C 4C 5C 6C 

現代の国語 1 2 6 2.0 1 1 1 1 1 1 1 

歴史総合 1 2 6 2.0 1 1 1 1 1 1 1 

公共 1 2 6 2.0 1 1 1 1 1 1 1 

数学Ⅰ 1 3 9 2.0 2 1 2 2 2 1 1 

科学と⼈間⽣活 1 2 6 6.0 4 1 1 1 1 1 1 

体育Ⅰ 1 2 2 7.2 4 1 0 0 1 0 0 

保健Ⅰ 1 1 3 0.0 1 1 1 0 1 0 0 

美術Ⅰ 1 2 6 6.0 4 1 1 1 1 1 1 

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 1 3 9 10.5 5 1 1 2 2 2 1 

情報Ⅰ 1 2 4 5.1 3 0 1 1 1 1 0 

総合的な探究の時間Ⅰ 1 1 2 0.0 2 0 1 0 0 1 0 

創造基礎Ⅰ 1 2 2 0.0 2 2 0 0 0 0 0 

創造基礎Ⅱ 1 2 2 0.0 2 0 0 0 2 0 0 

⾔語⽂化 2 2 6 2.0 1 1 1 1 1 1 1 

⽂学国語 2 4 12 4.0 2 2 2 2 2 2 2 

世界史探究 2 3 9 2.0 2 1 2 2 1 2 1 

数学Ⅱ 2 4 12 4.0 2 2 2 2 2 2 2 

数学A 2 2 6 2.0 1 1 1 1 1 1 1 

化学基礎 2 2 6 6.0 4 1 1 1 1 1 1 

⽣物基礎 2 2 6 6.0 4 1 1 1 1 1 1 

体育Ⅱ 2 3 3 7.2 6 1 0 1 0 0 0 

保健Ⅱ 2 1 3 0.0 1 1 1 0 1 0 0 

美術Ⅱ 2 2 6 6.0 4 1 1 1 1 1 1 

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 2 4 12 13.5 7 2 2 2 2 2 2 

論理・表現Ⅰ 2 2 6 6.0 4 1 1 1 1 1 1 

家庭基礎 2 2 4 5.1 3 0 1 1 0 1 1 

総合的な探究の時間Ⅱ 2 1 2 0.0 2 0 1 0 0 1 0 

創造基礎Ⅲ 2 2 2 0.0 2 2 0 0 0 0 0 

創造基礎Ⅳ 2 2 2 0.0 2 0 0 0 2 0 0 
 
【創造基礎Ⅰ〜Ⅳのレポートについて】 
  ・前期：１クール⽬の初⽇にレポート配布、３クール⽬の最終⽇を提出締切⽇とします。 
  ・後期：４クール⽬の初⽇にレポート配布、６クール⽬の最終⽇を提出締切⽇とします。 
【総合的な探究の時間Ⅰ・Ⅱのレポートについて】 
  ・前期：２クール⽬の初⽇にレポート配布、３クール⽬の最終⽇を提出締切⽇とします。 
  ・後期：５クール⽬の初⽇にレポート配布、６クール⽬の最終⽇を提出締切⽇とします。 




